明恵上人から見る「美しい日本」(二) : 昭和における明恵上人-近松秋江の反戦(いくさ)小説 by 太田 鈴子
明
恵
上
人
か
ら
見
る
「
美
し
い
日
本
」
（
二
）
太
田
鈴
子
（
１
）
昭
和
前
期
（
一
九
二
六
～
一
九
四
五
）、
明
恵
上
人
に
関
す
る
出
版
物
は
管
見
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
近
松
秋
江
の
小
説
注
１
「
年
代
史
劇
北
条
泰
時
」
（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
九
／
十
／
十
一
／
十
二
「
婦
女
界
」
）
「
明
恵
上
人
と
泰
時
」
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
六
月
「
経
済
往
来
」
）
「
明
恵
上
人
と
泰
時
」
（
出
典
未
詳
、
『
歴
史
小
説
三
国
干
渉
』
（
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
八
月
）、
井
上
通
泰
「
明
恵
上
人
筆
不
動
尊
像
」
（
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
十
一
月
「
次
筆
」
所
収
）、
『
大
語
園
』
（
巌
谷
小
波
編
著
平
凡
社
）
巻
二
（
昭
和
十
年
五
月
）「
九
五
高
弁
と
泰
時
」
巻
八
（
昭
和
十
年
十
一
月
）「
一
一
八
明
恵
上
人
」
巻
九
（
昭
和
十
年
十
二
月
）「
六
七
泰
時
の
寡
欲
」
、
そ
し
て
森
暢
「
明
恵
上
人
の
画
像
に
就
い
て
」
（
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
七
月
「
八
雲
第
３
輯
」
）
で
あ
る
。
以
上
の
内
、
井
上
通
泰
が
紹
介
す
る
明
恵
上
人
筆
と
の
不
動
尊
像
は
、
「
昭
和
八
年
五
月
二
日
に
或
小
市
場
で
買
い
取
つ
た
と
出
入
の
者
が
持
つ
て
来
た
」
墨
絵
で
、
「
上
方
に
不
動
尊
を
描
き
其
下
に
矜
羯
羅
こ
ん
が
ら
制


せ
た
か
の
二
童
子
を
描
き
両
童
子
の
中
央
に
「
高
弁
」
と
記
し
て
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
図
の
筆
づ
か
い
は
明
恵
上
人
の
「
夢
の
記
」
に
出
て
い
る
「
毘 び
盧 る
舎 し
や那 な
像
墻
の
図
瓶 へ
いの
図
」
に
よ
く
似
て
い
る
と
す
る
が
、
確
証
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
大
語
園
』
は
、
古
典
か
ら
逸
話
を
集
め
選
出
、
表
題
を
つ
け
て
五
十
音
順
に
編
集
し
、
昭
和
十
年
四
月
よ
り
毎
月
一
冊
の
割
合
で
九
巻
刊
行
、
さ
ら
に
十
巻
を
索
引
と
し
た
も
の
で
あ
る
注
２
。
『
大
語
園
』
各
説
話
末
尾
の
付
記
に
よ
れ
ば
、
選
ば
れ
た
明
恵
上
人
と
北
条
泰
時
の
逸
話
の
出
典
は
、
巻
二
「
九
五
高
弁
と
泰
時
」
が
『
北
条
九
代
記
』
及
び
『
古
今
著
聞
集
』、
巻
八
「
一
一
八
明
恵
上
人
」
が
『
積
翠
閑
話
』、
巻
九
「
六
七
泰
時
の
寡
欲
」
が
『
随
筆
集
』
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
「
九
五
高
弁
と
泰
時
」
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕
府
を
倒
そ
う
と
諮
り
敗
れ
た
承
久
の
乱
（
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
五
、
六
月
）
の
際
、
栂
尾
高
山
寺
の
高
弁
上
人
す
な
わ
ち
明
恵
上
人
が
、
上
皇
方
の
兵
士
や
女
子
供
ら
落
人
を
寺
領
に
匿
っ
た
た
め
、
京
都
六
波
羅
の
北
条
泰
時
の
前
に
引
き
立
て
ら
れ
た
が
、
我
が
身
に
害
が
及
ぶ
か
ら
と
逃
げ
て
き
た
者
を
敵
方
に
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
政
道
に
反
す
る
と
思
う
な
ら
こ
の
首
を
は
ね
よ
と
語
り
、
泰
時
は
以
前
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
明
恵
上
人
に
と
ん
だ
狼
藉
を
働
い
た
と
悔
や
み
、
以
後
、
明
恵
上
人
に
政
治
の
要
道
な
ど
を
聞
い
て
善
政
を
行
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
別
説
」
と
し
て
明
恵
上
人
が
凡
人
で
な
く
ま
た
神
通
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。
「
一
一
八
明
恵
上
人
」
は
明
恵
上
人
が
幼
い
頃
よ
り
仏
の
道
に
入
る
こ
と
を
望
み
、
両
親
が
朝
廷
に
仕
官
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
聞
き
、
醜
け
れ
ば
諦
め
る
と
考
え
、
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昭
和
に
お
け
る
明
恵
上
人

近
松
秋
江
の
反
戦
（
い
く
さ
）
小
説
顔
に
傷
を
つ
け
た
り
焼
こ
う
と
し
た
り
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
仏
眼
仏
母
を
供
養
し
よ
う
と
自
分
の
耳
を
切
っ
て
供
え
た
事
、
栄
西
禅
師
か
ら
茶
の
種
を
贈
ら
れ
、
茶
の
効
能
を
広
め
よ
う
と
栂
尾
ば
か
り
で
な
く
、
宇
治
や
駿
河
の
安
倍
川
に
も
移
植
し
た
こ
と
な
ど
、
明
恵
上
人
の
高
徳
を
記
し
て
い
る
。
「
六
七
泰
時
の
寡
欲
」
は
、
父
義
時
が
急
死
し
荘
園
を
兄
弟
で
分
配
す
る
際
、
泰
時
は
、
父
が
弟
た
ち
を
愛
し
て
い
た
か
ら
と
、
自
分
よ
り
肥
沃
な
土
地
を
弟
た
ち
に
分
け
た
。
祖
母
の
政
子
が
嫡
子
こ
そ
良
い
土
地
を
譲
り
受
け
る
べ
き
だ
ろ
う
と
聞
い
た
の
に
対
し
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
明
恵
上
人
の
恩
で
あ
る
。
明
恵
上
人
か
ら
天
下
の
乱
れ
の
根
源
は
欲
で
あ
る
。
先
ず
欲
心
を
去
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
小
欲
に
ふ
る
ま
っ
た
か
ら
諸
国
も
安
穏
だ
と
答
え
た
と
い
う
話
を
載
せ
て
い
る
。
徳
富
蘇
峰
は
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
を
読
む
ま
で
、
明
恵
上
人
に
つ
い
て
は
、
栂
尾
に
茶
を
植
え
た
こ
と
と
、
北
条
泰
時
に
為
政
の
要
を
教
え
た
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
た
が
、
こ
の
言
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
『
大
語
園
』
は
、
多
く
の
人
が
聞
き
伝
え
て
い
た
明
恵
上
人
と
北
条
泰
時
と
の
逸
話
を
掲
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
大
語
園
』
明
恵
上
人
と
泰
時
の
逸
話
の
引
用
本
は
、『
古
今
著
聞
集
』
が
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
に
出
来
た
も
の
、
『
北
条
九
代
記
』
は
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
十
月
刊
行
、
『
積
翠
閑
話
』
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
六
十
六
歳
で
没
し
た
中
村
経
年
の
作
で
あ
る
。
明
恵
上
人
は
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
～
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
、
北
条
泰
時
は
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
～
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
を
生
き
た
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
昭
和
に
至
る
ま
で
、
高
徳
の
僧
明
恵
上
人
と
寡
欲
で
道
理
を
重
ん
じ
る
為
政
者
北
条
泰
時
が
、
間
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
川
端
康
成
が
「
大
黒
像
と
駕
籠
」
（
大
正
十
五
（
一
九
一
六
）
九
「
文
藝
春
秋
」
）
に
は
、
先
祖
が
北
条
泰
時
だ
と
い
う
証
拠
の
金
箔
の
木
額
が
あ
る
と
い
う
話
し
を
書
き
、
「
十
六
歳
の
日
記
」
（
大
正
十
四
九
「
文
藝
春
秋
」
）
に
は
「
こ
の
家
は
北
条
泰
時
か
ら
出
て
七
百
年
も
続
い
た
ん
や
さ
か
い
」
と
書
い
て
い
る
。
羽
鳥
徹
哉
は
、
作
中
に
出
て
く
る
額
を
確
認
し
た
こ
と
を
始
め
、
川
端
家
の
家
系
に
つ
い
て
、
「
川
端
康
成
、
家
柄
と
家
系
意
識
」
「
川
端
家
の
系
図

付
、
宮
中
金
箔
師
山
田
豊
蔵
の
こ
と

」
（
『
研
究
選
書
21
作
家
川
端
の
基
底
』
昭
和
五
十
四
一
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
詳
し
く
調
査
結
果
を
述
べ
て
い
る
。
川
端
康
成
が
、
北
条
泰
時
の
子
孫
と
あ
え
て
書
く
の
は
、
泰
時
が
鎌
倉
幕
府
の
執
権
と
い
う
地
位
に
あ
り
、
川
端
家
に
証
拠
と
な
る
べ
く
系
図
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
泰
時
が
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
肉
親
を
早
く
失
い
、
後
ろ
盾
の
乏
し
い
身
分
で
あ
っ
た
青
年
期
の
川
端
康
成
に
と
っ
て
は
、
北
条
泰
時
の
影
は
支
え
に
な
り
う
る
存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
近
松
秋
江
の
三
作
は
、
間
に
流
布
し
て
い
る
明
恵
上
人
と
泰
時
の
二
人
の
逸
話
の
上
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
年
代
史
劇
北
条
泰
時
」
は
戯
曲
で
、
全
六
幕
、
時
代
を
承
久
三
年
か
ら
貞
永
年
代
に
設
定
し
、
承
久
の
乱
に
戦
っ
た
京
都
と
鎌
倉
の
武
将
の
運
命
を
描
い
て
い
る
。
第
一
幕
、
第
二
幕
、
第
四
幕
、
第
五
幕
は
京
都
方
、
第
三
幕
、
第
六
幕
が
鎌
倉
方
の
武
将
の
末
で
あ
り
、
作
品
名
（
「
北
条
泰
時
」
）
で
あ
る
泰
時
が
登
場
す
る
の
は
、
鎌
倉
方
を
描
い
た
第
三
幕
の
ほ
か
第
五
幕
二
場
お
よ
び
第
六
幕
の
み
で
あ
る
。
第
三
幕
は
、
泰
時
が
軍
を
率
い
て
出
立
し
よ
う
と
し
た
際
、
父
義
時
に
、
上
洛
の
途
次
、
錦
の
御
旗
を
揚
げ
て
鎌
倉
へ
と
討
ち
下
ろ
う
と
す
る
上
皇
に
出
会
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
聞
く
場
面
で
あ
る
。
義
時
は
、
君
と
日
本
の
民
の
安
危
を
憂
え
て
い
る
が
、
不
忠
を
は
た
ら
く
意
図
は
な
い
の
だ
か
ら
、
上
皇
の
御
輿
に
弓
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
恭
順
を
守
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り
身
を
任
せ
る
よ
う
、
た
だ
し
上
皇
が
都
に
あ
り
、
軍
兵
だ
け
を
差
し
向
け
ら
れ
た
時
は
遠
慮
な
く
戦
う
よ
う
指
示
し
た
。
第
六
幕
は
、
戦
勝
し
六
波
羅
で
戦
功
を
し
て
い
る
時
、
明
恵
上
人
が
引
き
立
て
ら
れ
て
来
て
、
仏
の
教
え
慈
悲
の
道
を
説
き
、
泰
時
が
謝
罪
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
年
代
史
劇
北
条
泰
時
」
で
近
松
秋
江
が
大
半
の
場
面
を
使
っ
て
描
い
た
の
は
、
三
浦
胤
義
の
最
期
で
あ
っ
た
。
胤
義
は
鎌
倉
に
仕
え
る
三
浦
氏
の
一
族
で
あ
り
、
兄
義
村
は
鎌
倉
の
将
軍
の
元
に
あ
る
が
、
胤
義
は
鎌
倉
へ
の
怨
恨
の
た
め
に
京
都
大
番
の
任
期
後
も
京
に
残
り
、
承
久
の
乱
で
は
、
二
人
の
息
子
共
々
自
害
し
て
果
て
た
。
怨
恨
と
は
、
胤
義
の
妻
が
ま
だ
娘
の
時
、
鎌
倉
幕
府
二
代
将
軍
頼
家
と
の
間
に
授
か
っ
た
若
君
を
亡
き
も
の
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
義
時
に
対
し
て
顔
を
見
る
さ
え
忌
ま
わ
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
胤
義
は
上
皇
方
と
し
て
戦
っ
た
が
、
敗
戦
後
、
御
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
長
男
と
共
に
家
族
の
元
ま
で
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ち
ょ
う
ど
来
合
わ
せ
た
大
番
時
代
従
者
で
あ
り
現
在
僧
侶
に
な
っ
た
頼
信
に
、
自
身
と
息
子
の
御
首
を
妻
に
見
せ
義
村
に
届
け
る
よ
う
頼
み
自
害
す
る
大
略
で
あ
る
。
源
頼
家
、
北
条
義
時
の
残
忍
さ
と
、
一
人
の
女
性
が
受
け
た
侮
辱
と
そ
れ
に
よ
る
傷
心
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
、
最
期
は
敵
と
な
っ
た
兄
に
礼
儀
を
つ
く
す
胤
義
の
高
い
人
間
性
を
描
い
て
い
る
。
胤
義
の
最
期
は
、
「
明
恵
上
人
と
泰
時
」
と
い
う
同
名
の
二
作
で
も
重
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
近
松
秋
江
が
繰
り
返
し
書
き
た
い
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
題
材
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
話
し
は
、『
吾
妻
鏡
』『
承
久
記
』
に
あ
り
、
ほ
ぼ
実
話
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
胤
義
の
最
期
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
近
松
秋
江
が
述
べ
た
も
の
は
な
い
が
、
上
に
立
つ
も
の
に
よ
っ
て
生
死
の
別
れ
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
夫
婦
、
母
子
、
兄
弟
な
ど
へ
の
強
い
哀
惜
の
念
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
明
恵
上
人
と
泰
時
」
（
昭
和
七
年
六
月
）
で
は
、
「
惨
敗
し
た
京
方
の
悲
惨
は
、
い
づ
れ
も
同
じ
で
あ
つ
た
が
、
中
に
も
三
浦
平
九
郎
胤
義
の
最
期
は
最
も
感
傷
的
な
も
の
で
あ
つ
た
」
と
書
き
出
す
。
そ
し
て
胤
義
の
元
従
者
頼
信
よ
り
話
し
を
聞
い
た
妻
の
様
子
を
「
彼
女
は
、
か
は
る
゛く
に
夫
と
子
の
首
を
抱
き
か
ゝ
へ
て
、
人
目
を
恥
ぢ
ず
、
狂
気
の
如
く
に
悲
嘆
の
涙
に
泣
き
沈
ん
だ
。
（
略
）
妻
は
い
つ
ま
で
も
二
つ
の
首
に
取
付
い
て
泣
き
く
づ
れ
た
ま
ゝ
何
時
放
す
と
も
見
え
な
か
つ
た
。」
と
描
写
す
る
。
生
と
死
に
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
、
言
い
よ
う
の
な
い
喪
失
感
、
絶
望
感
、
悲
し
み
を
書
く
の
だ
と
い
う
作
者
の
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
。
時
代
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
六
月
関
東
軍
の
河
本
大
作
大
佐
ら
に
よ
る
張
作
霖
爆
殺
事
件
、
続
く
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
の
関
東
軍
の
謀
略
に
よ
る
柳
条
湖
事
件
、
奉
天
、
吉
林
と
占
領
地
を
拡
大
し
て
い
っ
た
満
州
事
変
、
昭
和
七
年
一
月
上
海
で
、
日
本
の
陸
軍
特
務
機
関
に
教
唆
さ
れ
た
中
国
人
が
日
本
人
僧
侶
を
襲
撃
す
る
な
ど
の
抗
日
運
動
の
激
化
、
海
軍
陸
戦
隊
が
中
国
第
一
九
路
軍
と
戦
端
を
開
い
た
第
一
次
上
海
事
変
と
、
日
本
は
中
国
と
の
対
立
を
深
め
て
い
た
。
近
松
秋
江
が
『
三
国
干
渉
』
を
刊
行
し
た
昭
和
十
六
年
は
、
仏
印
に
日
本
は
進
駐
し
、
日
米
開
戦
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
戦
争
へ
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら
近
松
秋
江
は
、
胤
義
の
最
期
を
三
回
書
き
直
し
発
表
し
た
。
承
久
の
乱
に
準
え
て
、
戦
争
が
人
々
に
生
死
の
別
れ
を
強
い
、
心
の
中
に
言
わ
れ
ぬ
悲
し
み
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
訴
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
明
恵
上
人
の
不
殺
生
と
慈
悲
の
心
、
北
条
泰
時
の
情
と
道
理
の
政
治
は
、
当
時
の
多
く
の
人
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
軍
に
対
し
、
ま
た
宗
教
家
に
対
し
て
の
訴
え
で
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
「
年
代
史
劇
北
条
泰
時
」
に
、
泰
時
が
上
皇
と
の
戦
に
関
し
て
、
上
洛
の
直
前
父
義
時
に
指
示
を
あ
お
い
だ
逸
話
が
あ
っ
た
が
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
の
詔
以
降
、
公
地
公
民
の
律
令
制
に
根
付
い
た
朝
廷
を
自
分
の
親
と
も
考
え
る
思
想
が
行
き
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
承
久
の
乱
に
お
い
て
は
結
果
と
し
て
、
武
家
が
朝
廷
を
裁
く
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
後
鳥
羽
上
皇
の
嫡
孫
仲
恭
天
皇
を
退
け
、
上
皇
の
兄
守
貞
親
王
の
子
を
後
堀
河
天
皇
と
し
て
即
位
さ
せ
て
後
鳥
羽
上
皇
の
血
縁
を
遠
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ざ
け
た
。
さ
ら
に
後
鳥
羽
上
皇
を
隠
岐
島
に
、
順
徳
上
皇
を
佐
渡
島
に
、
土
御
門
上
皇
を
土
佐
に
流
し
た
の
で
あ
る
。
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
は
、
朝
廷
を
処
罰
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
明
恵
上
人
が
泰
時
に
問
い
た
だ
し
た
話
し
を
載
せ
て
い
る
。
（
３
）
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
全
文
に
訳
注
と
参
考
を
施
し
『
明
恵
上
人
伝
記
』
と
し
て
刊
行
し
た
平
泉
洸
は
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
の
成
立
を
弘
安
（
一
二
七
八
～
一
二
八
七
）
か
ら
永
仁
（
一
二
九
三
～
一
二
九
八
）
の
頃
と
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
に
栂
尾
を
捜
索
し
朝
廷
方
の
敗
残
武
士
を
庇
護
し
て
い
た
明
恵
上
人
を
捕
ら
え
、
京
都
六
波
羅
の
泰
時
の
所
へ
引
き
出
し
た
秋
田
城
介
を
、
実
際
は
父
親
景
守
で
あ
る
の
に
、
息
子
義
景
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
義
景
没
後
、
四
、
五
十
年
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
秋
田
城
介
の
話
し
は
、
明
恵
上
人
と
泰
時
の
初
め
て
の
対
面
を
描
き
、
殺
生
を
し
な
い
聖
地
に
警
察
権
の
介
入
を
許
さ
な
い
と
い
う
明
恵
上
人
の
強
い
意
志
を
伝
え
る
も
の
で
、
す
で
に
見
て
き
た
近
松
秋
江
や
『
大
語
園
』
に
も
語
ら
れ
て
い
た
。
今
泉
洸
は
参考
に
「
北
条
泰
時
が
上
人
の
教
化
を
受
け
、
心
服
し
て
、
以
後
深
く
傾
倒
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
正
し
く
事
実
で
あ
り
、
そ
の
重
大
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
重
大
な
る
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。『
行
状
記
』
そ
の
他
、
上
人
の
伝
記
と
し
て
正
確
で
も
あ
り
、
重
要
で
も
あ
る
も
の
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
に
、
こ
の
『
伝
記
』
ほ
ど
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
上
人
の
没
後
五
十
年
以
上
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
推
定
し
な
が
ら
、
「
正
し
く
事
実
」
と
す
る
根
拠
は
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
か
な
り
具
体
的
に
語
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
明
恵
上
人
と
泰
時
の
お
互
い
を
高
め
合
う
優
れ
た
交
流
の
逸
話
が
昭
和
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
は
他
に
、
泰
時
が
丹
波
の
国
の
荘
園
を
栂
尾
に
寄
附
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
明
恵
上
人
が
領
地
に
よ
っ
て
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
と
、
僧
侶
ど
も
は
ど
ん
な
に
で
た
ら
め
な
こ
と
を
し
て
も
生
活
が
大
丈
夫
だ
と
、
仏
法
の
志
を
失
う
と
い
う
理
由
か
ら
断
っ
た
と
い
う
話
し
、
執
権
と
な
っ
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
明
恵
上
人
か
ら
世
の
中
の
乱
れ
の
根
本
原
因
は
た
だ
欲
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
語
っ
た
泰
時
の
話
し
、
そ
し
て
先
に
触
れ
た
、
明
恵
上
人
が
上
皇
を
遠
島
し
た
こ
と
を
泰
時
に
問
い
た
だ
す
話
し
と
な
る
。
上
皇
遠
島
に
つ
い
て
は
『
増
鏡
』
（
永
和
二
（
一
三
七
六
）
年
擱
筆
か
）
に
あ
る
が
、
他
に
散
見
し
な
い
話
し
で
あ
る
。
明
恵
上
人
は
次
の
よ
う
に
問
い
た
だ
し
て
い
る
。
平
泉
洸
の
訳
文
を
（
）
内
に
引
用
す
る
。
我
が
朝
は
神
代
よ
り
今
に
至
る
ま
で
九
十
代
に
及
び
て
、
世
々
受
継
ぎ
て
皇
祚
他
を
雑
へ
ず
。
（
略
）
（
我
が
日
本
は
神
代
か
ら
今
上
天
皇
ま
で
九
十
代
に
及
ん
で
お
り
、
代
々
皇
位
を
受
け
継
が
れ
て
）
一
朝
の
万
物
は
悉
く
国
王
の
物
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
事
な
し
。
然
れ
ば
国
主
と
し
て
是
を
取
ら
れ
む
を
、
是
非
に
付
て
拘
り
惜
ま
ん
ず
る
理
な
し
。
縦
ひ
無
理
に
命
を
奪
ふ
と
云
ふ
と
も
、
天
下
に
孕
ま
る
る
類
、
義
を
存
せ
ん
者
、
豈
い
な
む
事
あ
ら
ん
や
。
（
略
）
（
日
本
中
の
す
べ
て
の
物
は
こ
と
ご
と
く
国
王
の
所
有
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
王
が
こ
れ
を
取
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
文
句
も
な
い
は
ず
、
惜
し
む
理
由
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
た
と
え
生
命
を
奪
わ
れ
て
も
、
こ
の
国
土
に
生
れ
た
者
と
し
て
、
道
義
の
心
得
あ
る
者
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
こ
と
わ
る
事
が
で
き
ま
し
ょ
う
。）
然
る
を
剰
へ
私
に
武
威
を
振
つ
て
、
官
軍
を
亡
ぼ
し
、
王
城
を
破
り
、
剰
へ
太
上
天
皇
を
取
り
て
遠
島
に
遷
し
奉
り
、
王
子
后
宮
を
国
々
に
流
し
、
（
略
）
其
の
理
に
背
け
り
。
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（
そ
れ
だ
の
に
か
っ
て
に
武
力
を
振
り
か
ざ
し
て
官
軍
を
滅
ぼ
し
、
皇
居
を
破
却
し
、
そ
の
上
に
太
上
天
皇
を
遠
い
島
に
お
遷
し
申
し
上
げ
、
王
子
や
后
方
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
流
し
、
（
略
）
そ
の
行
為
は
道
理
に
反
し
て
い
ま
す
。）
泰
時
は
明
恵
上
人
に
答
え
て
、
頼
朝
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
忠
誠
を
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
罪
も
な
い
の
に
罰
せ
ら
れ
る
者
も
出
て
、
荘
園
を
奪
わ
れ
る
な
ど
し
て
旅
に
出
る
も
の
も
多
く
な
る
な
ど
人
々
が
不
安
な
世
と
な
り
、
さ
ら
に
北
条
氏
を
滅
ぼ
す
た
め
の
官
軍
が
関
東
へ
向
か
っ
た
。
父
義
時
は
朝
廷
の
政
治
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
中
が
朝
廷
の
土
地
に
な
っ
た
ら
不
幸
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
と
い
う
。
父
の
言
葉
に
も
道
理
が
あ
る
と
思
い
、
従
っ
た
。
私
心
は
な
い
の
で
神
仏
は
必
ず
見
て
い
て
く
だ
さ
る
は
ず
だ
と
述
べ
た
。
こ
の
時
だ
け
、
泰
時
は
明
恵
上
人
の
言
葉
に
従
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
恵
上
人
の
元
に
は
、
義
時
が
国
を
乱
す
王
と
し
て
敵
対
し
た
後
鳥
羽
上
皇
も
徳
を
慕
っ
て
訪
れ
、
仏
門
に
入
る
た
め
の
戒
律
も
受
け
、
仏
法
に
関
す
る
説
教
も
聞
く
。
上
皇
に
な
ら
っ
て
そ
の
頃
の
公
殿
上
人
も
明
恵
上
人
を
尊
敬
し
て
い
た
。
明
恵
上
人
が
朝
廷
を
賛
美
す
る
の
も
、
交
流
が
あ
り
、
朝
廷
の
人
々
に
も
尊
重
す
べ
き
も
の
を
見
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
明
恵
上
人
自
身
、
朝
廷
が
国
を
治
め
る
律
令
国
家
政
治
の
中
に
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
ま
た
華
厳
興
隆
の
た
め
に
、
東
大
寺
尊
勝
院
の
学
頭
に
な
る
よ
う
院
宣
を
賜
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
華
厳
宗
の
興
隆
は
、
春
日
大
明
神
の
擁
護
に
よ
る
と
、
篤
く
春
日
の
神
を
信
仰
し
た
が
、
春
日
大
社
は
藤
原
氏
の
神
で
あ
っ
た
。
質
素
で
簡
素
な
中
で
修
行
に
努
め
る
こ
と
を
常
に
求
め
て
い
た
が
、
朝
廷
と
の
接
点
が
非
常
に
多
く
律
令
体
制
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
泰
時
は
、
父
義
時
の
自
分
本
位
な
面
が
見
え
隠
れ
す
る
道
理
に
賛
同
で
き
る
、
新
し
い
合
理
主
義
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
朝
廷
主
導
の
体
制
か
ら
武
家
主
導
の
体
制
へ
の
分
岐
点
を
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
平
泉
洸
は
『
明
恵
上
人
伝
記
』
の
終
わ
り
に
、「
承
久
の
大
乱
に
際
し
て
の
上
人
の
態
度
、
北
条
泰
時
に
対
し
て
与
え
た
る
感
化
、
日
本
の
国
体
を
明
ら
か
に
し
て
国
民
の
道
徳
を
説
い
た
ご
と
き
は
、
喜
海
の
『
行
状
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
し
て
、
か
え
っ
て
こ
の
『
伝
記
』
が
こ
れ
を
特
筆
大
書
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
本
書
の
特
色
が
あ
り
、
価
値
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
平
泉
の
見
解
は
、
泰
時
の
反
論
を
考
慮
し
な
い
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
が
明
恵
上
人
の
直
弟
子
喜
海
の
作
で
は
な
く
、
半
世
紀
後
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
な
お
さ
ら
、
泰
時
の
反
論
に
よ
り
明
恵
上
人
の
朝
廷
に
準
ず
る
思
想
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
泰
時
以
後
、
武
家
中
心
の
政
治
が
続
く
中
で
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
が
読
み
継
が
れ
て
き
た
理
由
の
一
つ
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
明
恵
上
人
の
朝
廷
を
尊
崇
す
る
思
想
は
、
昭
和
初
期
の
戦
時
下
に
お
け
る
日
本
の
天
皇
に
関
わ
る
思
想
と
重
な
る
。
近
松
秋
江
が
明
恵
上
人
の
慈
悲
心
だ
け
を
書
き
続
け
た
の
は
、
明
恵
上
人
の
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
朝
廷
に
従
う
と
い
う
思
想
を
支
持
で
き
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
1
近
松
秋
江
の
作
品
は
、
『
近
松
秋
江
全
集
第
八
巻
』
（
一
九
九
四
四
八
木
書
店
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
注
2
『
大
語
園
』
第
九
号
「
編
集
室
よ
り
」
に
は
巌
谷
小
波
の
遺
業
を
継
い
で
巌
谷
栄
二
が
編
纂
を
し
た
「
お
話
し
の
字
引
」
だ
と
あ
る
。
「
第
九
号
月
報
」
に
は
小
船
木
村
定
二
郎
が
「
大
語
園
完
成
に
際
し
て
」
に
昭
和
十
年
四
月
よ
り
毎
月
一
冊
の
割
合
で
九
巻
連
続
し
て
発
行
、
全
七
千
五
百
頁
で
、
続
編
、
続
々
編
を
輯
め
『
群
書
類
従
』
を
目
指
す
と
記
し
、
同
巻
の
「
大
語
園
本
文
完
成
に
際
し
て
」
に
は
巌
谷
栄
二
が
「
話
の
辞
典
」
と
し
て
古
典
か
ら
引
用
し
、
自
ら
が
標
題
を
つ
け
五
十
音
順
に
編
纂
し
た
が
、
引
用
参
考
の
古
典
が
不
―36―
明
だ
っ
た
り
、
収
集
し
た
も
の
の
多
数
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
を
詫
び
て
い
る
。
参
考
文
献
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
五
編
之
七
』
（
昭
和
五
二
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所
）
永
原
慶
二
監
修
貴
志
正
造
訳
注
『
全
訳
吾
妻
鏡
第
二
巻
』
（
昭
和
五
一
一
二
新
人
物
往
来
社
）
永
原
慶
二
監
修
貴
志
正
造
訳
注
『
全
訳
吾
妻
鏡
第
三
巻
』
（
昭
和
五
二
二
新
人
物
往
来
社
）
永
原
慶
二
監
修
貴
志
正
造
訳
注
『
全
訳
吾
妻
鏡
第
四
巻
』
（
昭
和
五
二
四
新
人
物
往
来
社
）
中
島
悦
次
『
愚
管
抄
全
註
解
』
（
昭
和
四
四
七
有
精
堂
）
山
下
宏
明
校
注
『
太
平
記
五
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
平
成
三
四
第
三
刷
新
潮
社
）
栃
木
孝
惟
日
下
力
益
田
宗
久
保
田
淳
校
注
『
保
元
物
語
平
治
物
語
承
久
記
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
43
一
九
九
四
五
第
二
刷
岩
波
書
店
）
山
岸
徳
平
鈴
木
一
雄
編
『
大
鏡
増
鏡
』
（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
第
14巻
昭
和
五
八
九
第
四
版
角
川
書
店
）
増
淵
勝
一
訳
『
北
条
九
代
記
（
上
）』
（
一
九
七
九
九
教
育
社
）
増
淵
勝
一
訳
『
北
条
九
代
記
（
中
）』
（
一
九
七
九
九
教
育
社
）
西
尾
光
一
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集
上
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
昭
和
五
八
六
新
潮
社
）
西
尾
光
一
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集
下
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
平
成
三
三
第
二
刷
新
潮
社
）
小
島
孝
之
校
注
訳
『
沙
石
集
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
52
二
〇
〇
三
七
第
二
刷
小
学
館
）
『
日
本
随
筆
大
成
第二
期

10』
（
昭
和
四
九
四
吉
川
弘
文
館
）
上
横
手
雅
敬
著
『
人
物
叢
書
9
北
条
泰
時
』
（
昭
和
四
八
六
第
六
版
吉
川
弘
文
館
）
小
久
保
伍
著
『
近
松
秋
江
』
（
昭
和
六
〇
一
〇
審
美
社
）
近
松
秋
江
著
『
歴
史
小
説
三
国
干
渉
』
（
昭
和
一
六
八
桜
井
書
店
）
羽
鳥
徹
哉
著
『
研
究
選
書
21
作
家
川
端
の
基
底
』
（
昭
和
五
四
一
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
）
『
川
端
康
成
全
集
第
二
巻
』
（
昭
和
五
五
一
〇
新
潮
社
）
『
川
端
康
成
全
集
第
二
十
一
巻
』
（
昭
和
五
五
六
新
潮
社
）
平
泉
洸
全
訳
注
『
明
恵
上
人
伝
記
』
（
二
〇
〇
二
三
第
一
七
刷
講
談
社
学
術
文
庫
）
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
五
十
四
巻
』
（
昭
和
五
八
四
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
『
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
第
2巻
』
大
陸
に
あ
が
る
戦
火
昭
和
4年
―
6年
（
平
成
元
七
講
談
社
）
（
お
お
た
れ
い
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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